
一
　

徳
川
政
権
が
成
立
し
、
そ
の
宗
教
政
策
上
の
根
本
法
規
と
し
て
「
元
和
條
目
」
が
発
布
さ
れ
た※

１

。
そ
れ

以
後
、
そ
の
枝
葉
と
な
る
細
か
な
規
定
は
事
あ
る
ご
と
に
出
さ
れ
、
檀
林
制
度
と
し
て
の
体
制
が
作
ら
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
規
則
は
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
以
降
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

今
、
こ
こ
に
延
宝
か
ら
貞
享
年
間
（
一
六
七
三
〜
一
六
八
八
）
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
幸
い
増
上
寺
の

入
寺
帳※
２

が
残
存
し
て
お
り
、
施
行
さ
れ
た
法
規
と
具
体
的
な
事
例
を
照
合
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断

し
た
た
め
で
あ
る
。
特
に
、
の
ち
に
増
上
寺
第
三
十
六
世
と
な
っ
た
顕
誉
祐
天
の
資
料
と
対
比
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
興
味
深
い
知
見
が
得
ら
れ
た
の
で
報
告
す
る
。

な
お
、
伝
記
資
料
を
中
心
と
し
て
当
時
の
祐
天
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
拙
文※
３

が
あ
る
が
、

新
た
に
入
寺
帳
を
参
照
し
、
檀
林
法
制
か
ら
祐
天
の
立
場
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。


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二
　入

寺
・
帰
山
・
他
山
に
対
す
る
規
定
を
『
増
上
寺
資
料
集
』
か
ら
拾
い
、
入
寺
帳
の
記
述
か
ら
増
上
寺
へ

入
寺
し
た
檀
林
主
の
随
身
者
数
を
年
代
順
に
追
っ
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
入
寺
帳
は
途
中
、
延
宝
三
年
（
一

六
七
五
）
十
月
か
ら
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
四
月
ま
で
欠
落
し
て
い
る
。

初
入
寺
に
関
し
て
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
、
十
五
歳
未
満
の
者
、
三
経
不
読
僧
の
入
寺
が
禁
止

さ
れ
る
掟
書※
４

が
出
さ
れ
て
い
る
。
次
に
入
寺
に
関
す
る
規
定
は
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
出
さ
れ
、
入

寺
帳
の
整
備
と
そ
れ
を
毎
年
正
月
に
増
上
寺
へ
届
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
他
山
の
者
の
入
寺
は
そ
の

素
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る※
５

。
翌
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
は
、
初
入
寺
の
者
に
、
入
寺

年
月
日
を
書
き
付
け
た
判
形
を
所
持
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
る
よ
う
に
な
っ
た※
６

。

こ
の
よ
う
な
法
令
の
出
さ
れ
る
中
、
入
寺
帳
か
ら
増
上
寺
へ
の
随
身
衆
と
し
て
他
山
帰
山
し
た
僧
の
数
は
、

「
歴
天
上
人
随
身
衆
（
寛
文
九
年
十
月
十
日
、
一
六
六
九
）」
の
他
山
四
十
八
名
帰
山
十
七
名
、
計
六
十
五
名
、

「
珂
天
上
人
随
身
衆
（
延
宝
二
年
五
月
二
日
、
一
六
七
四
）
の
他
山
八
十
四
名
帰
山
九
名
、
計
九
十
三
名
が
記

録
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
萬
無
上
人
直
弟
（
延
宝
二
年
七
月
一
日
）」
の
他
山
五
名
帰
山
一
名
、
計
六
名
も
入
寺
を
果
た
し

て
い
る
が
、
萬
無
は
知
恩
院
へ
入
院
し
た
た
め
、
そ
の
随
身
衆
を
増
上
寺
に
託
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
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え
ら
れ
る
。
の
ち
の
例
か
ら
見
る
と
、
お
そ
ら
く
例
外
的
措
置
と
し
て
許
可
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
條
令※
７

で
増
上
寺
方
丈
入
院
の
と
き
、
上
座
の
僧
は
二
人
ま
で
と
さ
れ
、

他
山
帰
山
の
所
化
の
座
配
は
そ
の
器
量
に
よ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。
ま
た
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
に
追
加※
７

と
し
て
、
上
座
と
は
増
上
寺
五
十
僧
以
上
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
條
令
の
出
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
、
こ
れ
ま
で
も
百
名
近
く
の
随
身
衆
が
増
上
寺
に
一
度
に
入
寺
し
て
お
り
、
ま
た
延
宝
三
年
に
「
詮

応
上
人
随
身
衆
（
延
宝
三
年
七
月
十
七
日
）」
と
し
て
、
他
山
九
十
七
名
帰
山
二
十
一
名
の
計
百
一
名
が
入
寺

し
た
こ
と
に
対
す
る
基
準
作
り
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
詮
応
の
随
身
衆
の
中
に
祐
天
の
名
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と

き
、
祐
天
は
無
部
の
帰
山
僧
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
祐
天
は
延
宝
二
年
光
明
寺
住
職
と
な
っ
て
遷
化

し
た
檀
通
の
随
身
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
随
身
衆
の
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
増
上
寺
へ
の
他
山

帰
山
は
相
応
の
理
由
が
な
け
れ
ば
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
数
字
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
た
ま
た
ま
自
分
の
在
籍
し
て
い
る
檀
林
の
住
職
が
増
上
寺
へ
栄
転
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
随
身
衆

と
な
っ
て
増
上
寺
へ
入
寺
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
條
令※
８

が
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
檀
林
住
職
が
遷

化
し
た
場
合
は
、
そ
の
随
身
衆
に
増
上
寺
へ
の
入
寺
が
初
め
て
公
式
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ

の
の
ち
「
霊
巖
寺
連
的
和
尚
随
身
衆
（
貞
享
二
年
八
月
十
八
日
、
一
六
八
五
）（
同
年
十
月
六
日
）」

と
し

て
他
山
十
六
名
帰
山
四
名
が
入
寺
、「
幡
随
院
岳
翁
和
尚
随
身
衆
（
貞
享
二
年
十
一
月
五
日
）」
と
し
て
他
山





六
名
帰
山
六
名
が
入
寺
、「
光
明
寺
霊
円
和
尚
弟
子
（
貞
享
三
年
二
月
十
六
日
）」
と
し
て
他
山
八
名
、「
勝
願

寺
南
察
和
尚
随
身
（
貞
享
三
年
十
一
月
五
日
）」
と
し
て
他
山
五
名
帰
山
一
名
の
六
名
が
入
寺
を
果
た
し
て
い

る
。そ

の
代
わ
り
に
、
増
上
寺
へ
の
随
身
の
数
が
五
十
人
に
制
限
さ
れ
、
他
の
江
戸
檀
林
の
新
入
寺
者
数
も
制

限
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
規
則
の
実
効
に
よ
り
、「
古
岩
上
人
随
身
衆
（
貞
享
三
年
四
月
五
日
）」
は
他
山
四
十
名
帰
山
十
名
で

ち
ょ
う
ど
五
十
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
延
宝
か
ら
貞
享
と
い
う
年
代
に
か
け
て
入
寺
規
則
の
大

枠
が
で
き
、
そ
の
後
正
月
に
籤
に
よ
っ
て
入
寺
者
を
決
定
す
る
と
い
う
制
度
が
で
き
上
が
っ
て
い
っ
た
が
、

そ
の
規
則
の
成
立
過
程
を
入
寺
帳
の
記
録
が
良
く
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三
　こ

こ
で
檀
林
規
則
と
、
祐
天
の
帰
山
と
帰
山
後
の
立
場
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

光
明
寺
第
四
十
三
世
檀
通
は
延
宝
二
年
八
月
二
日
に
入
寂
し
た※
９

。
祐
天
は
そ
の
檀
通
の
随
身
と
し
て
光
明

寺
に
い
た
が
、
伝
記
な
ど
の
資
料
に
帰
山
の
時
期
を
明
確
に
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
、
入
寺
帳


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の
記
述
か
ら
詮
応
の
随
身
と
し
て
増
上
寺
へ
の
入
寺
を
果
た
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
当
時
祐
天
は

三
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

祐
天
は
、
伝
記※
１
０に

よ
る
と
十
二
歳
で
出
家
し
、
増
上
寺
に
入
寺
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
法
臘
は
二
十
七

年
と
な
り
、
順
調
な
ら
無
部
か
ら
上
座
の
席
に
上
が
ろ
う
か
と
い
う
年
代
と
思
わ
れ
る
。
入
寺
帳
の
記
述
か

ら
は
、
帰
山
（
無
部
）
の
四
番
目
に
記
載
さ
れ
、
他
山
の
二
十
九
年
の
僧
よ
り
上
に
記
さ
れ
て
お
り
、
帰
山

僧
の
地
位
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
帰
山
時
点
で
の
祐
天
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
伝
記
に
若
干
の
記
述
が

見
ら
れ
る
。「
輪
下
」「
本
席
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
上
座
に
は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

入
寺
の
月
行
事
が
孤
雲
で
あ
り
、
祐
天
は
の
ち
に
孤
雲
寮
を
引
き
継
い
だ
こ
と
が
『
縁
山
志
※
１
１』
か
ら
わ
か
っ

て
お
り
、
月
行
事
が
寮
な
ど
の
面
倒
を
見
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

四
　檀

林
の
う
ち
、
香
衣
檀
林
十
二
か
寺
に
つ
い
て
は
、
増
上
寺
の
学
頭
か
ら
順
に
出
世
し
た
の
で
は
な
く
、

一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
規
則
が
出
さ
れ

た
の
も
、
こ
の
延
宝
か
ら
貞
享
に
か
け
て
の
年
代
で
あ
っ
た
。
諸
檀
林
の
学
頭
が
出
世
す
る
権
利
を
有
し
て


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い
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
の
よ
う
に
随
身
衆
と
し
て
、
師
僧
に
従
っ
て
学
問

を
続
け
る
学
僧
が
多
く
な
る
と
、
増
上
寺
等
の
檀
林
所
へ
入
寺
す
る
た
び
に
そ
の
地
位
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
た
こ
と
が
、
出
さ
れ
た
規
則
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
延
宝
か
ら
貞
享
に
か
け

て
が
、
そ
の
問
題
の
表
出
し
た
年
代
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
檀
林
入
院
の
規
則
と
増
上
寺
か
ら
の
出
世
の
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

延
宝
三
年
、
ま
ず
香
衣
檀
林
十
二
か
寺
の
後
住
に
つ
い
て
は
、
増
上
寺
月
行
事
十
二
人
と
役
者
四
人
が
誓

詞
を
提
出
し
、
月
行
事
十
二
人
、
檀
林
十
六
か
寺
の
伴
頭
の
二
十
八
僧
か
ら
、
座
の
高
下
に
よ
ら
ず
、
器
量

相
応
の
僧
を
選
び
、
増
上
寺
で
二
人
を
推
薦
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た※
７

。

延
宝
九
年
に
は
、
入
札
に
あ
た
っ
て
の
依え

怙こ

贔ひ
い

屓き

を
し
な
い
な
ど
の
心
構
え
が
定
め
ら
れ※

７

、
貞
享
二
年
に

入
札
制
度
が
確
立
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
入
札
の
有
権
者
と
し
て
従
来
の
有
権
者
に
加
え
て
諸
檀
林
の
住
持

な
ら
び
に
江
戸
檀
林
四
か
所
の
二
臘
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
貞
享
二
年
は
霊
山
寺
が
檀
林
と
し
て
復
興
し
た

年
で
も
あ
り
、
江
戸
檀
林
四
か
所
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る※
８

。

最
終
的
に
、
こ
の
入
札
制
度
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
「
寺
社
奉
行
連
署
増
上
寺
條
令
達※
１
２」（
貞
享
二
年
）
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
幕
府
の
意
向
が
強
く
働
い
て
い
た
制
度
で
あ
っ
た
が
、
一
定
の
民
主
的
ル
ー
ル
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
入
札
制
度
が
確
立
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
毎
年
正
月
に
檀
林
住
職
が
増
上
寺
に
集
ま
る
際
に
こ
れ
は
と
思
う
者
を
入
札
し
て
お
き
、

そ
の
年
に
香
衣
檀
林
に
空
き
が
で
き
た
と
き
は
、
そ
の
他
の
有
権
者
の
入
札
結
果
を
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
を
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も
と
に
次
期
住
職
の
候
補
者
二
名
を
寺
社
奉
行
に
差
し
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
被
入
札
人
は
、
増
上
寺

月
行
事
十
二
人
、
諸
檀
林
伴
頭
十
七
人
の
二
十
九
僧
か
ら
解
間
寺
持
の
僧
を
除
き
、
檀
林
住
持
相
応
の
器
量

と
判
断
さ
れ
た
者
が
選
ば
れ
る
。
有
権
者
は
各
檀
林
の
住
職
、
増
上
寺
上
座
三
十
八
僧
、
所
化
役
者
両
人
、

そ
れ
に
江
戸
檀
林
四
か
所
の
二
臘
四
人
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
被
入
札
人
で
あ
る
十
七
檀
林
の
伴
頭
の
経
歴
な
ど
も
増
上
寺
へ
報
告
し
、
増
上
寺
は
そ
れ

を
寺
社
奉
行
所
へ
差
し
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
被
入
札
人
お
よ
び
有
権
者
と
も
に
誓
詞
を
記
す
こ
と
も

義
務
付
け
ら
れ
た
。

次
に
、
延
宝
三
年
に
條
令
が
出
て
以
来
、
貞
享
三
年
に
制
度
が
確
立
す
る
ま
で
の
間
、
ど
の
よ
う
な
人
が

ど
こ
へ
出
世
し
た
か
、
入
寺
帳
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

表
一
（
次
頁
の
表
、
参
照
）
を
見
て
ま
ず
気
付
く
の
は
、
貞
享
元
年
と
貞
享
二
年
の
十
二
行
事
の
メ
ン
バ

ー
が
全
く
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
入
札
に
関
す
る
條
令
が
出
さ
れ
た
の
が
、
貞
享
二
年
で
あ
る

か
ら
制
度
が
確
立
す
る
ま
で
、
檀
林
へ
の
出
世
を
認
め
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
貞
享
二
年
は
、
檀
林
と
し
て
中
絶
し
て
い
た
霊
山
寺
が
復
興
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
誰
を
檀
林
主
と
す
る
か
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
推
さ

れ
る
。
幸
い
に
も
、
霊
山
寺
復
興
時
の
席
順
が
わ
か
る
資
料
※
１
３

が
残
存
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
入
寺
帳

の
記
録
と
比
較
し
て
席
次
に
移
動
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
享
二
年
の
四
月
か
ら
十
一
月
の
間
に
、
相

山
、
春
應
、
秀
道
の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
出
世
を
果
た
し
、
呑
啓
が
退
山
し
て
い
る
。


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延宝年間から貞享年間の檀林法制について

天
和
三
年

月
行
事

貞
享
元
年

月
行
事

貞
享
二
年

月
行
事

霊
山
寺
復
興

貞
享
三
年

月
行
事

貞
享
四
年

月
行
事

貞
享
五
年

月
行
事

一
月

相
山

一
月

相
山

鑑
了

一
月

鑑
了

一
月

一
月

二
月

春
應

二
月

春
應

祐
天

二
月

祐
天

二
月

門
秀

二
月

圓
理

三
月

秀
道

三
月

秀
道

全
波

三
月

全
波

三
月

寂
仙

三
月

雲
臥

四
月

鑑
了

四
月

鑑
了

圓
位

閏
三
月

慈
雲

四
月

圓
理

四
月

詮
察

五
月

南
通

五
月

祐
天

五
月

祐
天

慈
雲

四
月

聖
意

五
月

雲
臥

五
月

淳
甫

閏
五
月

檀
竜

六
月

呑
啓

六
月

呑
啓

徹
道

五
月

六
月

詮
察

六
月

長
巖

六
月

七
月

全
波

七
月

全
波

聖
位

六
月

嶽
雲

七
月

淳
甫

七
月

察
翁

七
月

八
月

圓
意

八
月

圓
意

廓
瑩

七
月

圓
鏡

八
月

長
巖

八
月

可
辨

八
月

九
月

慈
雲

九
月

慈
雲

岳
雲

八
月

絃
良

九
月

察
翁

九
月

了
秀

九
月

十
月

徹
道

十
月

徹
道

圓
鏡

九
月

意
覚

十
月

可
辨

十
月

圓
碩

十
月

圓
意

十
一
月

聖
位

十
一
月

聖
意

玄
了

十
月

門
秀

十
一
月

了
秀

十
一
月

意
哲

十
一
月

慈
雲

十
二
月

廓
瑩

十
二
月

廓
瑩

意
覚

十
一
月

寂
仙

十
二
月

十
二
月

三
貞

十
二
月

十
二
月

圓
理

貞
享
二
年
（
三
年
）

相
山
（
駿
府
宝
台
院
）
貞
享
三
年

慈
雲
（
岩
付
浄
国
寺
）

貞
享
二
年
（
二
年
八
月
）
春
應
（
深
川
霊
巖
寺
）
貞
享
三
年
（
三
年
）

聖
意
（
筑
後
善
導
寺
）

貞
享
二
年

秀
道
（
浅
草
幡
随
院
）
貞
享
三
年
（
三
年
六
月
）
廓
瑩
（
本
所
霊
山
寺
）

貞
享
二
年

圓
意
（
館
林
善
導
寺
）
貞
享
三
年
（
三
年
）

絃
良
（
結
城
弘
経
寺
）

貞
享
三
年

徹
道
（
生
実
大
巌
寺
）
貞
享
四
年
（
四
年
秋
）

意
覚
（
瀧
山
大
善
寺
）

貞
享
三
年

鑑
了
（
本
所
霊
山
寺
）
貞
享
四
年

門
秀
（
江
戸
崎
大
念
寺
）

表
一
　
入
寺
帳
か
ら
見
た
月
行
事
名

表
二
　
入
寺
帳
か
ら
推
定
し
た
各
月
行
事
の
出
世
時
期
に
つ
い
て

注
、
霊
山
寺
復
興
は
『
増
上
寺
資
料
集
』
に
よ
る
。

（

）
は
、『
浄
全
』
の
資
料
に
出
る
年
月
。



ま
た
、
霊
山
寺
復
興
の
の
ち
、
貞
享
三
年
閏
三
月
ま
で
の
間
に
四
臘
の
位
置
か
ら
圓
意
が
出
世
を
果
た
し
、

徹
道
も
六
臘
か
ら
大
巖
寺
へ
晋
董
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
貞
享
二
年
と
貞
享
三
年
の
月
行
事
を
比
較
し
て
み
る
と
、
六
名
の
者
が
出
世
し
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
貞
享
二
年
の
月
行
事
の
う
ち
、
貞
享
四
年
の
月
行
事
に
残
っ
た
者
は
一
人
も
い
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
貞
享
四
年
以
降
の
月
行
事
の
移
動
を
見
る
と
、
四
年
か
ら
五
年
ま
で
は
二
名
、
貞
享
五
年
か
ら
元

禄
二
年
ま
で
は
三
名
、
二
年
か
ら
三
年
ま
で
は
一
名
、
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
ぼ
二
〜
三
名
で
推
移
し
て
い
る
。

貞
享
二
年
か
ら
四
年
ま
で
の
状
況
の
異
常
さ
が
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

條
令
の
日
付
け
を
そ
の
ま
ま
読
め
ば
、
最
初
の
入
札
は
貞
享
三
年
の
正
月
に
実
施
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
貞
享
二
年
に
駆
け
込
み
出
世
が
行
わ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
貞
享
三
年
の
入
札
に
よ

っ
て
、
鑑
了
、
徹
道
、
慈
雲
、
聖
意
、
廓
瑩
、
絃
良
の
六
名
が
票
を
集
め
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　そ

れ
で
は
、
貞
享
三
年
の
入
札
が
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
前
の
駆
け
込

み
出
世
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
祐
天
の
隠
棲
の
記
事
か
ら
当
時
の
様



●
祐
天
の
隠
棲
の
状
況



子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

祐
天
の
伝
記
も
の
ち
に
作
ら
れ
た
も
の
に
は
、「
将
に
檀
林
に
住
す
べ
き
の
職
長
に
い
た
る
然
る
に
も
と
よ

り
隠
操
の
志
し
切
に
し
て
世
栄
を
も
と
め
ず
故
に
年
五
十
歳
に
し
て
貞
享
三
寅
年
故
あ
り
て
縁
山
を
隠
退
す
※
１
４」

と
あ
り
、
檀
林
主
に
な
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
早
く
に
成
っ
た

『
略
記※
１
０』

に
は
「
忽
遭
レ

屯
」
と
あ
り
、
何
か
事
件
を
想
起
さ
せ
る
。
最
も
事
件
を
詳
述
す
る
記
録
に
『
実
録

下
書※
１
０』

が
あ
る
。
そ
の
完
の
巻
に
「
不
レ

虞
出
縁
山
学
舎
而
退
」
と
あ
る
。
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
附
巻
に
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

師
在
二

縁
山
学
舎
一

道
高
名
　
矣
故
衆
人
帰
向
受
レ

化
者
早
莫
連
綿
不
レ

絶
也
既
而
席
列
二

衆
中
第

二
一

臘
次
二

学
頭
一

時
有
下

不
レ

虞
乱
二

僧
階
一

而
間
二

隔
於
師
一

学
頭
及
三
老
某
同
時
出
中

進
二
箇
檀
林
上

也
師
於
レ

是
不
レ

克
忍
レ

之
遂
遁
隠
矣
竊
聞
此
是
由
二

他
妬
忌
奸
曲
所
一レ

作
至
レ

遇
二

此
不
祥
一

云
一
時

屯
難
聖
賢
尚
不
レ

者
古
昔
既
然
況
季
世
哉
噫

こ
の
記
事
よ
り
、
貞
享
二
年
新
規
則
発
効
の
前
後
に
お
い
て
、
僧
階
を
乱
す
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
の
抵

抗
が
、
弟
子
た
ち
の
間
で
相
当
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
帰
山
・
他
山
僧
に
対
す
る
軋
轢
や
す
で
に
噂
に
な
っ
て
い
た
ろ
う
「
怨
霊
得
脱
」
と

い
う
事
績
※
１
５に
対
す
る
縁
山
で
の
見
方
な
ど
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。


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六
　元

和
條
目
以
降
、
浄
土
宗
教
団
が
成
長
発
展
す
る
課
程
に
お
い
て
、
大
き
な
問
題
と
し
て
出
て
き
た
の
が
、

増
上
寺
の
肥
大
化
で
あ
っ
た
。
増
上
寺
は
総
録
所
と
し
て
の
権
威
を
持
ち
、
徳
川
家
と
の
か
か
わ
り
を
強
く

保
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
、
増
上
寺
へ
の
入
寺
者
を
著
し
く
増
加
さ
せ
る
結
果
を
生
ん
だ
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

最
初
の
う
ち
は
、
緩
や
か
だ
っ
た
入
寺
の
規
定
も
、
お
よ
そ
七
十
年
間
と
い
う
徳
川
幕
府
の
安
定
し
た
政

治
体
制
の
も
と
、
徐
々
に
管
理
体
制
が
整
え
ら
れ
、
延
宝
か
ら
貞
享
年
間
に
一
つ
の
民
主
化
が
図
ら
れ
た
結

果
が
、
上
述
の
法
令
の
整
備
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
に
一
時
的
な
檀
林
出
世
に
対
す
る
混
乱
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
体
制
と
し
て
は
増
上
寺
入
寺
へ

の
管
理
は
よ
り
厳
し
く
な
り
、
檀
林
主
の
入
札
制
度
も
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
改
革
の
陰
に
祐
天
と
い
う
僧
の
退
隠
が
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
逆
に
祐
天
の
名

声
を
江
戸
に
広
め
る
こ
と
と
な
り
、
制
度
化
さ
れ
た
入
札
に
よ
ら
ず
綱
吉
の
台
命
と
い
う
頭
越
し
の
檀
林
主

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
※
１
６の

も
皮
肉
な
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
制
度
改
革
は
、
檀
林
制
を
確

立
さ
せ
る
大
き
な
転
換
期
と
も
言
え
る
が
、
祐
天
を
隠
棲
さ
せ
、
念
仏
が
江
戸
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
弘
通

す
る
原
動
力
と
も
な
っ
た
点
で
、
予
期
せ
ぬ
浄
土
宗
中
興
の
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。



●
お
わ
り
に
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延宝年間から貞享年間の檀林法制について

※
１
『
増
上
寺
資
料
集
』
一
、
八
六
頁

※
２
「
入
寺
帳
」
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
匡
俊
「
増
上
寺
所
蔵
入
寺
帳
の
研
究
」（
１
）
〜
（
３
）、

そ
れ
ぞ
れ
『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
９
、『
仏
教
と
社
会
事
業
と
教
育
と
』、『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
11
所
収
、
を
参
照
。

※
３
拙
文
「
増
上
寺
第
三
十
六
世
顕
誉
祐
天
の
経
歴
　
そ
の
二
、
三
の
問
題
　
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
二
十
、
一
五
九
頁
）

※
４
「
照
誉
了
学
所
化
入
寺
掟
書
」（『
増
上
寺
資
料
集
』
一
、
一
一
八
頁
）

※
５
「
関
東
諸
檀
林
掟
書
」（『
増
上
寺
資
料
集
』
一
、
一
五
五
頁
）

※
６
「
関
東
諸
檀
林
掟
書
」（『
増
上
寺
資
料
集
』
一
、
一
六
〇
頁
）

※
７
「
老
中
連
署
諸
檀
林
入
院
條
令
并
ニ
同
追
加
」（『
増
上
寺
資
料
集
』
一
、
一
六
一
頁
）

※
８
「
老
中
連
署
増
上
寺
條
令
」（『
増
上
寺
資
料
集
』
一
、
二
〇
〇
頁
）

※
９
「
浄
土
伝
統
総
系
譜
」
中
（『
浄
全
』
十
九
、
七
六
頁
）

※
10
祐
天
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
拙
文
（
前
掲
）
を
参
照
。

※
11
『
浄
全
』
十
九
、
四
三
〇
頁

※
12
『
増
上
寺
資
料
集
』
一
、
二
〇
四
頁

※
13
「
浅
草
霊
山
寺
檀
林
再
興
之
記
録
」（『
増
上
寺
資
料
集
』
一
、
二
〇
二
頁
）

※
14
『
縁
山
志
』（『
浄
全
』
十
九
、
四
九
六
頁
）

※
15
累
物
語
と
し
て
有
名
な
『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
祐
天
が
念
仏
で
怨
霊
を
得
脱
し
た
と
い
う
よ
う
な
事
柄
。

※
16
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
文
「
増
上
寺
第
三
十
六
世
顕
誉
祐
天
と
桂
昌
院
」（『
佛
教
論
叢
』
四
十
、
八
六
頁
）
を
参
照
。

註


